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自己評価作成日 令和5年8月15日 評価結果市町受理日

法人の理念である「その人らしく　生きる力に寄り添うチカラ」を念頭に、ご本人の思い・家族の意向を
ききながらその人らしく自立した生活を送って頂けるようにカンファレンス・振り返りを徹底することで
ケアの統一を図っている。その方の今までの生活を理解しながら、持っておられる力が発揮でき、楽しみ
のある生活を送っていただけるようにそれぞれの役割や活動、行事を大切にしている。法人のバックアッ
プ体制により、事業所のみのケアにとらわれず医師・看護師・リハビリ専門職・管理栄養士等の多職種と
の連携、また外部の関係機関とも助言や情報提供等関係づくりを行い、安心して生活して頂けるよう体制
を整えている。また「地域とともに、地域のために」の基本理念のもと、行事や外出、活動を通じて地域
の方と交流を図り、関係を築いていくことで認知症に対する理解を深めて頂けるよう取り組んでいる。認
知症の方々が地域で暮らしていく事ができるような町づくりを目指し、人とのつながりやお互いが支えあ
える関係を大切に¨地域と共に生きる¨ということに取り組んでいる。また労働環境改善の取り組みとし
てノーリフティングケアを取り入れ継続している。

最近の事業所における特徴的な取組みとしてコロナ禍での個別ケアを見直し、個別支援の強化に
取り組んでいる。即ち、利用者の個別的生活空間（居室・ホール・地域等の居場所作り）の再編
成として、従来のテレビを中心とした固定席からホールに出てきた順の席に座り、少しずれた視
線の中で好きな方向に向いて食事ができるよう支援している。コロナ禍により利用者の生活空間
が狭まり、その閉じこもりがちな生活の弊害も考慮して利用者を理解しコロナ禍の中、役割・嗜
好品・楽しみ事・気分転換等、張り合いや喜びのある生活作りを支援している。又、ノーリフ
ティングケア（抱えない介護）の取り組みも３年を迎え、現場から底上げを図るべく法人理事長
直轄の委員会を立ち上げ、毎月一回系列事業所の進捗状況を検証し、定着に努めている。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

令和5年9月14日

医療法人社団　岡崎医院法人名

事業所名

所在地

3491900142

広島県三次市十日市西三丁目13番1号

（電話）0824-65-0722

ふれあいの家　えんや

事業所番号

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3491900142-00&ServiceCd=320&Type=search


項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

5 4

2 2

3

4 3

1

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

事業所開設に伴い策定した理念・基本方
針を掲示してケア実践上の原点としてい
る。職員は理念に沿った年間目標を設
定・掲示して職員間で共有し、管理者と
半期毎の個人面談で達成度を検証してい
る。朝の申し送りで日勤職員が当日の支
援目標も発表している。

・法人理念を玄関に掲示し意識できるよ
うにしている。
・職員は理念に基づいた個人目標を立て
日々のケアにあたっている。また朝の
ミーティング時にその日の利用者支援の
目標を各スタッフが発表してからケアを
行っている。

自己
評価

外部
評価

1

・運営推進会議（メンバーに市の担当者
が在籍）や、地域密着型連絡会（２か月
に１回）に出席し、市の担当者と意見交
換や情報の提供、要望があれば伝えるよ
うにしている。

市・地域包括支援センター職員が運営推
進会議に参加し情報交換をしている。市
担当者と日頃から相談・報告や行政主催
の研修会での情報共有、地域密着型サー
ビス事業所連絡会への参加等を通して連
携に努めている。又、認知症理解を啓発
すべく地域小学校の福祉教育にも協力し
ている。

・運営推進会議を通じて地域の方に利用
者の様子などお伝えしている。地域の方
からは行事の情報などを頂き参加してい
る。(とんど、盆踊り）
・地域の清掃活動にも参加し、地域の一
員としての役割を果たしている。

コロナ禍の緩和により、散歩・ドライ
ブ・近隣の清掃活動・盆踊り他、地域行
事等に参加している。又、家族の面会・
運営推進会議への参加・地域敬老会への
参加案内・野菜の訪問販売等、相互交流
もある。地域小学校との福祉教育を通し
た交流や秋祭りの神輿の訪問等、世代間
の交流もある。

・会議録を作成し、運営推進会議の内容
を全ての職員が確認できるようにしてい
る。
・消防団の方から頂いた助言を火災訓練
時や災害訓練時等で共有するようにして
いる。

会議は認知症家族の会、地域女性会、
市・地域包括支援センター職員、時に家
族代表、消防団長等が参加している。コ
ロナ禍での面会、事故・身体拘束状況等
の報告や梅雨の前には消防団長から水害
対策の助言を得ている。又、参加出来な
い家族との情報共有を図るべく議事録を
送付している。

・認知症アドバイザー、キャラバンメイ
トを配置している。
・キャラバンメイトの活動として定例会
への参加や、認知症サポーター養成講座
で地域の小学校を訪問している。

2 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

6 5

8

6

9

7

10

・年２回研修を実施し、全職員が理解し
ケアに活かせるようにしている。命の危
険につながるような場合はご家族、主治
医と検討し、了承を得て安全確保のため
に窓の施錠や柵の設置を行うことがある
が必要最低限とするようその都度話し合
いを行っている。

隔月の身体拘束適正化委員会や年２回の
研修会等を通して職員は「拘束をしな
い」必要性を認識し、具体的なケアの中
で実践を重ね、運営推進会議の中で状況
を報告している。日中は玄関を施錠せ
ず、センサーを設置し見守りで対応して
いる。

・研修への参加により高齢者虐待に関し
て学ぶ機会を持っている。また、参加し
た職員は施設内での研修を開催し他の職
員に周知伝達をしている。

・研修への参加、また参加した職員によ
る伝達研修を行っている。担当者会議で
はご家族に説明したり、職員間では権利
擁護を意識したカンファレンスを行うよ
うにしている。

・契約時には十分な時間を取って入居者
や家族に説明を行い、不明な点が無いよ
うに配慮している。

・介護保険更新時や状態に変化のあった
時など、カンファレンスを実施してご家
族のご意見やご希望を聞かせて頂いてい
る。
・入居者からは、日常の会話や行動の中
から要望を汲み取ることで、カンファレ
ンスを行い適時対応、実施できるように
している。

家族とは面会時・担当者会議・電話や
様々な連絡手段等で管理者や職員が要望
を把握する様に努めており、ケア記録・
経過記録に記録し職員間で共有して迅速
な対応に努めている。家族からの面会希
望に応えた結果、最近は土・日曜にも面
会可能となった経緯がある。

3 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

11 7

14

15

13

12

・法人の代表は、多職種連携等研修会の
情報を提供し、研修会に参加できるよう
支援してくれている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・利用前より面会、聞き取りを行い、入
居に当たって本人の要望、不安、生活歴
等を把握し、本人の望むことを少しでも
可能に出来るように、環境を整えること
で安心できよりよい関係作りに努めてい
る。

・毎朝のミーティングやカンファレンス
で職員が意見を出せるようにしている。
また個人面談を行うなど日頃からコミュ
ニケーションを図っている。

毎朝の申し送り、定期のユニット会議、
管理者との年２回又は随時の個別面談等
で意見を聞く機会を設け、介護方法・業
務上の提案や職員目標の進捗状況等に対
する支援体制を採っている。職員提案に
より、利用者が食べ易く、職員も調理し
やすくなるよう、圧力鍋を購入した経緯
がある。

・年2回の個人面談、その他必要に応じ
面談を行い職員の思いや問題点を把握
し、働きやすい職場環境に努めている。
・ノーリフティングケアの実践も継続し
ている。

・代表者は職員一人ひとりのスキルを把
握し、職員に応じた言葉がけや指導に努
めている。また、法人内外の研修参加の
機会を設け支援を行なっている。

4 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

・何事も利用者中心に行い、コミュニ
ケーションを図り、一緒に過ごす時間を
大切にしている。
・利用者同士の支えあう場面や、気遣い
が引き出せるように支援をしている。

・入居前のご本人、ご家族からの情報収
集を細かく行うことで、必要とされる支
援が何かを考え、他のサービス利用も含
め対応に努めている。

・入居前より家族と十分話し合いを行
い、不安や要望などを伺い準備を行なっ
ている。
・担当職員を決め家族とコミュニケー
ションを図り、家族の希望に沿えるよう
な支援を行っている。

16

17

20 8

18

19

・面会や外出時の家族の役割を計画書に
盛り込み、一緒に本人の力になれるよう
関係を築いている。
・サービス担当者会議等を通じて情報を
共有し、共に支えていく関係づくりに努
めている。

・行きたい場所をお聞きしながら、付き
添いや送迎の支援を行なっている。
・行きつけの場所や知人、家族・親族と
の関係が途切れないよう出先での交流、
面会や電話対応等を支援している。

「訪問しやすい事業所・地域との絆」を
重視し、現在は感染対策を施した上で玄
関での面会を可能としている。又、電
話・手紙のやり取りの他、店・受診・墓
参り・外食・尾関山へ紅葉狩りドライブ
等、馴染みの場所で馴染みの顔や声と何
気ない日常を楽しめる様に支援してい
る。
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項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

21

24

25

23 9

・入居者同士の関係を把握し、お互いに
声を掛け合って生活できるようその時の
表情や思いに寄り添いながら、周囲との
交流ができるよう配慮している。一人で
過ごす時間を大切にしながら、孤立しな
いよう職員が橋渡しになることで関係が
築けるように支援している。

・利用終了後も、ご本人とご家族の相談
や要望があれば協力し、その都度必要に
応じて相談や支援に努め、関係性を大切
にしている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

・ご本人の言葉に耳を傾けるように努め
ている。日々の生活の中で一人ひとりの
思いや、ニーズや課題を把握し、職員同
士で共有している。ご本人の思いが表
情、言動、しぐさ等から汲み取れるよう
日々の関わりを大切にしている。

職員は利用者とゆっくり話す中で思いを
汲み取り、ケア記録・カンファレンス・
個別ケアマニュアル・「入居者活動表」
に反映する等、思いの共有に努めてい
る。午後になると鞄を持って落ち着きが
なくなる利用者に対し、担当職員がその
方の地元の馴染みの店に同行してお菓子
を買うと落ち着いた例もある。

・ご家族や関係者から話を伺ったり、ご
本人との会話を通してその方の習慣や生
活歴をしっかり把握し、アセスメントに
記入するようにしている。

・毎日一人ひとりの生活の現状を記録し
把握に努めている。日々の関わりの中で
その方の心身の状態や、ペースに合わせ
た生活、活動を検討している。
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項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

26 10

28

29

27

30 11

・利用者担当者によるアセスメントや、
ご本人ご家族からの情報をもとに計画作
成担当者が計画書を作成し、ユニットカ
ンファレンスで目標や内容を共有してい
る。
・毎月担当職員がモニタリングを実施
し、課題があればカンファレンスを行っ
ている。

介護計画原案を適宜担当者会議で検討
し、家族の参加・同意を得て本案として
いる。利用者担当職員が毎月モニタリン
グを行い、計画作成担当者が１年を基本
に計画を見直している。それに基づき個
別ケアマニュアルを作成・更新をしてい
る。「入居者活動表」も活用した立案に
努めている。

・日々の生活、ケアの様子やケアの実
践、結果、気づき等を個別記録に記入し
職員間で情報を共有している。カンファ
レンス時にも活用し参照している。

・一人ひとりの状況に合ったサービスや
支援について考え対応し、その時々に生
じるニーズに対して法人全体でバック
アップする体制をとっている。

・その方にとっての地域とは何かを考
え、把握するように務めている。感染症
の流行の為、現在は個別や少人数での地
域への外出を行っている。ヘアカットや
地元の野菜販売の方に来ていただき、交
流を持って頂いたり入居者の方々の生活
を一緒に支えて頂いている。

・ご本人、ご家族などの希望を聞きなが
ら、希望されるかかりつけ医と事業所で
連携を図り、治療や服薬、受診等の適切
な医療が定期的に受けられるよう支援を
行っている。

利用前の主治医の受診継続も可能だが、
全ての利用者は協力医を主治医としてい
る。協力医から各利用者に月２回の訪問
診療もある。協力歯科医・専門医の受診
は家族又は事業所により行われている。
協力医の看護師がほぼ毎日来訪し、利用
者の健康管理について適宜支援を行って
いる。
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項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

31

34

32

33 12

・入院時に医療機関に情報の提供をした
り、相談があれば対応するようにしてい
る。
・家族と一緒に病状説明等に立会い、方
針についても検討するようにしている。

・法人の携帯電話を使用し、24時間連絡
が取れる体制を整えている。
・状態の変化や内服等について相談がで
きる体制を整えている。

・入居時に看取りの対応について家族に
事業所でできる事を説明し利用者、家族
の意向を重視した上で支援ができるよう
に、カンファレンス等で主治医・看護師
とも情報の共有を行なっている。
・最終段階における医療・ケアの決定プ
ロセスに関するガイドラインに沿った支
援に取り組んでいる。

要望があれば看取りを行う方針である。
利用開始時に「重度化した場合における
終末期ケアの指針」で説明・了解を得て
いる。重度化した際には家族・医師等で
話し合いを行い、指針に基づき適切な支
援を行う方針である。看取りの経験もあ
り、カンファレンスで事後の振り返りを
行っている。

・救急や応急対応マニュアルを解りやす
く作成し、全職員が対応できるように取
り組みを行っている。また、定期的に研
修を実施している。

・定期的に避難訓練を実施し、利用者も
参加されている。また、地域の消防署や
消防団とも連携し被害時の避難場所の確
認や連絡方法、協力体制等について確
認、指導を受けている。災害時を想定し
食糧、飲料水などは最低でも3日分の備
蓄を行っている。

事業所は大雨時の浸水想定区域に該当し
ており、７月には利用者と併設事業所へ
の避難等、定期的に訓練を実施してい
る。各居室には避難誘導に備え、利用者
の顔写真・移動手段を記した防災カード
を設置している。備蓄整備の他、地域消
防団から運営推進会議で適宜助言・指導
も受けている。

35 13
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項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

36 14

37

40 15

39

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

・入居者や家族の立場に立って、一人ひ
とりにあった声かけや接し方を心掛けて
いる。個別ケアマニュアルを活用し統一
した対応が行える様にしている。
・会話や周りの環境にも配慮しプライバ
シーの確保に努めている。

研修で職員の幅広い知識の習得と資質向
上を図る体制がある。尊厳に配慮してケ
アに関わり不適切なケアには気づきを促
している。居室扉に暖簾をかけたり、脱
衣室では他利用者と会わないようにする
等の工夫もある。職員間で情報交換の際
も居室番号で伝える等、個人情報にも配
慮している。

・会話や言葉だけでなく、意思表示が難
しい方には表情やしぐさ等からも思いを
汲み取り、利用者が選択、決定しやすい
ように支援をしている。

・一人ひとりの状態に合わせた対応を心
がけている。起床、食事、入浴の時間等
利用者の意向や体調に合わせて生活でき
るように支援している。
・何事も本人のペースを大事にし、その
人らしく落ち着いて暮らしていただける
ように支援をしている。

・散髪の希望があれば地域の美容院から
来て頂いている。
・一人ひとりのご利用者のこだわりを理
解し、添えるように支援をしている。
・利用者やご家族の希望があれば職員の
対応で、白髪染めなども行っている。

・一人ひとりの嗜好については、聞き取
りや摂取状況により把握している。
・食材の下ごしらえや味付け、盛り付
け、食器洗い、食器拭き等は利用者と一
緒に協力しながら行なっている。

毎日の献立は利用者の好みも勘案し冷凍
食品を利用したり、外部の弁当や副食を
提供することもある。お好み焼きの出
前、地元料理「泥落とし」や誕生日には
職員と外食等、楽しみとなる工夫があ
る。利用者は食器洗い等を行い、個々の
食事環境にも配慮している。
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項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

41

17

42

44

43 16

45

・入居者一人ひとりの嗜好、摂取量に合
わせた食事を3食提供している。
・栄養バランスや旬な物を取り入れるな
ど工夫をしている。
・水分が一度に沢山飲めない方や水分量
が少ない方には、一回の量を少なくし回
数を増やすなど飲水できるように対応し
ている。

・食後はうがい、口腔ケアを促し義歯の
ある方は毎晩ポリデントに浸けて洗浄を
行っている。
・口腔ケアを行うことで、誤嚥性肺炎や
オーラルフレイルの予防に努めている。

・一人ひとりの排泄リズムを把握し、そ
の方に合わせた介助を行っている。
・残存能力(できる事)の維持を図るよう
に、できることはご自分でして頂くよう
にしている。

排泄管理表でパターンを把握し、トイレ
誘導を基本としている。夜間は紙おむ
つ、昼間は紙・布パンツの着用や手すり
位置の調整等、利用者の状態に合わせた
自立支援を行っている。夜間排泄時の転
倒防止の為、ポータブルトイレを設置す
ることもある。

・その方にあわせた排便コントロールを
行い、排便の確認を行っている。
・センナ茶の提供や水分摂取、適度な運
動、腹部マッサージを行い排便を促すよ
う取り組んでいる。

・早い順番で入りたい方、ゆっくり湯船
に浸かりたい方、介助が必要な方など、
その方に合わせ安心して気持ちよく入浴
していただけるようにしている。

週２回の入浴が基本だが、利用者の体調
や入浴習慣に合わせ、好みの湯温や時間
等、柔軟に対応している。利用者の重度
化に伴い、体の負担を考慮してシャワー
浴や足浴で対応したり、寛げるよう個人
専用の保湿クリームの使用や冬至に柚子
湯を提供することもある。
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項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

18

50

47

46

48

49

・ご本人の意向に沿った環境整備を行っ
ている。
・居室でゆっくりと安心して過ごせる空
間を作って夜間安眠していただけるよう
に取り組んでいる。室温や湿度にも気を
付けている。

・薬局(薬剤師)に相談できる体制が整っ
ている。
・薬の目的や用法用量の把握に努め、確
実な服薬介助を行っている。
・副作用などの情報も頂き状態の変化を
早期発見できるように努めている。

・一人ひとりの力を活かせるような役割
を提供できるように取り組んでいる。
・行事があるときは皆さんに楽しんでい
ただけるように支援している。

・天気の良い日には外の空気に触れてい
ただけるよう散歩や花の水やりに出てい
ただいている。
・希望に応じて自宅や銀行、墓参りなど
へ行く支援を個別に行っている。

コロナ禍の緩和により、天候が良ければ
近隣の散歩、とんど祭り・盆踊り等の地
域行事、季節行事として紅葉狩りドライ
ブ等、普段は行けないような場所で「非
日常」を楽しんでいる。又、職員と独り
住まいの自宅を訪れ鍵を開けて安心され
たり、馴染みの店に買い物に行く等、個
別支援も行っている。

・預かり金など金銭は施設で管理してい
るが、利用者が必要な時にはお金を使え
るようにしている。財布を持たれている
方に関しては、ご自身で管理することが
出来るように支援している。

11 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　ひだまり　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

55

52 19

53

54 20

51

・施設内の所々にソファーやイスを配置
してあり自由に好きな所で過ごせるよう
にしている。
・クッションなども配備し安楽に座って
頂けるように配慮している。

・本人が希望された場合、速やかに電話
が使えるように対応している。
・郵便や荷物が届いた時は本人に手渡
し、職員と一緒に確認を行なったり、家
族の希望で事業所で預かるなど、個々に
対応を行っている。

・ホールの窓は大きく中庭がよく見える
開放感のある設計となっている。玄関や
各テーブルには花などを飾り季節を感じ
て頂けるようにしている。居室へはこま
めに訪室し、温度や湿度の調整を行なっ
ている。

木の設えや中庭からの採光で温もりを感
じられる様に住環境を工夫している。屋
内外の花・果実や正月・七夕等、行事の
飾り付けや利用者個人の好みの作品を飾
り、季節の移ろいが感じられる様配慮し
ている。利用者が洗濯物を干し易い様に
竿に高低を付け作業し易くしている。

・居室には使い慣れた小物や家具を、自
由に置いて頂けるようにしている。
・入居時には、持ってこられる物の配置
等をご本人、ご家族と相談しながら部屋
作りを行なっている。
・掃除方法や配置等も入居者と相談しな
がら行なっている。

居室は全室南向きに窓を設置し、ベッ
ド・エアコン等が備え付けられ、鏡台・
テレビ等、使い慣れた物や遺影・自作品
等、好みの物を持ち込み居心地よく過ご
せる様にしている。

・居室、トイレ、風呂場などの場所が分
かりやすいように字の大きさや見える高
さを工夫した表札や暖簾を掛けている。
・ホールの目に付くところに日めくりの
カレンダーを設置し、日付がわかるよう
にしている。カレンダーをめくることを
ご自分の役割として行っておられる入居
者もおられる。

12 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（ひだまり　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが



○

○

○

○

○

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

65



項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

4

・会議の内容については、議事録として
書面に残し全職員が確認を行なってい
る。
・意見があればミーティングを行うなど
改善の取り組みを行なっている。

5

・運営推進会議（メンバーに市の担当者
が在籍）や、地域密着型連絡会（２か月
に１回）に出席し、市の担当者と意見交
換や情報の提供、要望があれば伝えるよ
うにしている。

2

・個別対応で外出を行っている。その際
地域の方や知人とあいさつを交わしたり
して交流の機会をもっている。

3
・認知症アドバイザーやキャラバンメイ
トを配置して、地域の相談窓口として利
用頂けるようにしている。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1

・法人理念を玄関に掲示し事務所にも配
置している。面談において個人の立てた
目標が実践できているか確認を行なって
いる。

15 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

10

・ご家族面会時には現状や生活の様子な
どお伝えし話をする機会を持っている。
・ご本人、ご家族から要望があればカン
ファレンスなどを行ない周知したり、ケ
アに取り入れるよう検討している。

8

・法人内では毎年研修に参加し、伝達を
行い新しい情報を共有するようにしてい
る。
・マニュアルの読み返しを各自行うよう
にしている。

9
・関わる職員は、尋ねやすい雰囲気作り
やわかりやすい話し方を心がけ、不安や
不明点がないように対応している。

6

・身体拘束適正化委員会を2ヵ月に１度
開催し、そこで出た意見は職員に周知、
見直しや検討を行っている。居室の施錠
についてはご家族や主治医と検討し状況
に応じ危険防止のため行うことがある
が、見直しや検討を行い解除した例もあ
る。

7

・毎年研修に参加し、施設内の伝達研修
を行い新しい情報を共有している。
・職員面談の際に職員の心のケアを行
なっている。

16 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

15

・入居前には面談を行い、要望や不安を
把握、軽減できるように努め、ケアマネ
等の関係機関に聞き取りを実施してい
る。
・本人の生活歴や趣味等を知るために、
ご自宅への訪問機会を作り、入居後も今
までの生活に近い環境作りを行い、関わ
りが持てるように支援している。

14
・法人の代表は、多職種連携等研修会の
情報を提供し、研修会に参加できるよう
支援してくれている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

・年2回の個人面談と考課表による、自
己評価と他者評価により各職員の思いや
スキル、問題等を把握し、働きやすい職
場の実現に努めている。

13

・個々のスキルの把握に努め、研修への
参加ができるようにしている。カンファ
レンスに参加し、ケアの必要性や意味に
ついて考える機会を作っている。

11

・年2回の個人面談を行い、各職員の要
望や意見を聞く機会を設けている。ま
た、朝礼やミーティング時にも発言の機
会を設けて、意見や要望等も話し合いを
行い、その都度改善に努めている。

17 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

19

・家族等と親密な関係作りを構築する為
に随時、利用者の様子を連絡や相談、報
告を交えながら認知症の理解や受け入れ
ができるように支援している。

20

利用者の希望を聞きながら自宅や行きつ
けのお店、墓参り、買い物等にお連れし
ている。またご家族や親しい方との面会
が継続できるようにしている

17

・入居前に利用者、家族等の情報収集を
行い、必要とされる支援を考察して、そ
の他のサービス利用も含めた対応に努め
ている。

18

・利用者と親密な関係作りを構築する為
に、コミュニケーションを交えながら活
動や行事を行ったり、利用者同士が支え
合いながら生活できるように支援してい
る。

16

・入居前にはご家族の施設見学を行い、
不安や要望の把握に努めている。
・担当職員を決めてご家族へ個別に電話
等で迅速に連絡を図り、相談しやすい関
係作りに努めている。
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項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

24

・入居前や入居後に自宅を訪問したり、
本人、家族、関係者に聞き取りを実施
し、個人の特徴、性格、生活歴、嗜好等
を把握し、なじみの暮らしに近づけるよ
う努めている。

25

・生活リズムを把握するために24時間
シートを活用している。ケア方法が把握
しやすいように、個別ケアマニュアルを
作成し、カンファレンスを実施してい
る。ケア内容に変更があればその都度カ
ンファレンスを行い、現状の把握に努め
ている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

・入居者、ご家族とカンフャレンスを行
い、思いや希望意向の把握に努めてい
る。ご本人の生活歴等からも思いを汲み
取るようにしている。

21
・利用者間の関係の理解に努め、利用者
が孤立せず、それぞれの役割を通じて良
い関係が持てるよう支援している。

22
・利用が終了された場合でもご家族から
の相談に応じ、必要であれば関係機関と
の連携を図って支援を続けている。
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項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

30

・月に2度の訪問診療があり、利用者の
状態を主治医に報告、相談することがで
きている。必要に応じて往診を受けた
り、病院受診の支援を行っている。日頃
から利用者の気になる事等あれば、メー
ルやFAXで相談し指示を受けられる体制
をとっている。

28

・本人や家族の状況に合わせて、ご本人
や家族が安心されるような支援方法をカ
ンファレンスにて検討し、必要に応じて
報告、法人全体で支援する体制を整えて
いる。

29

・地域の資源を把握するとともに、訪問
によるヘアカット、ヤクルト販売、地元
の野菜販売の方の協力を得ながら施設内
でも地域の方と楽しく関わる機会を持て
るようにしている。

26

利用者ごとに担当職員がおり、担当職員
を中心にアセスメントや毎月のモニタリ
ングを行っている。その内容に基づいて
計画書を作成、見直しを行っている。カ
ンファレンスで介護計画に沿って実施で
きているか振り返りながら実践に繋げて
いる。

27

・入居者の日々の様子や変化、気付き等
細かく個別ケア表に記録している。記録
を確認、共有することで、ケアの統一や
見直し等に活かしている。

20 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

34

・利用者の急変や事故対応に対して落ち
着いて対応できるようにしている。緊急
時対応の研修への参加、マニュアルの作
成、確認を行っている。

35

・災害時の対応に関する研修に参加し、
職員間で共有、防火訓練を行い施設内で
の振り返りを行っている。地域との協力
体制を築いており、災害発生時には法人
全体で協力し合い、避難できるようにし
ている。日頃から災害について意識し備
蓄や避難準備物の管理を行っている。

32

・入院時は医療機関に情報提供をした
り、相談があれば対応している。早期退
院の相談についてもできる限り対応して
いる。病状説明など家族と同席するよう
にしている。

33

・重度化した場合や終末期になられた利
用者の場合、医療、家族、施設と話し合
いを行い、本人、家族の思いを確認しな
がら対応方針の共有を図っている。その
上で職員全体で話し合い家族や医療と連
携を図りながらチームで支援している。

31

・医療とはいつでも連絡が取れる体制と
なている。利用者に体調の変化等あれば
すみやかに連絡、相談し適切な治療やア
ドバイスが受けられるよう支援してい
る。
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項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

39

・朝の離床時には更衣をしてもらい、そ
れぞれの希望に応じて洗面後化粧水、乳
液をつける、髪を整える等できるよう対
応している。服も自分の好みの物を選ん
でいただけるように、スタッフと一緒に
確認しながら選ぶなど配慮している。

40

・野菜の皮むきや盛り付け、食事をする
テーブルを拭いてもらう等、それぞれの
能力に応じた食事準備をスタッフと一緒
に行い、食事を楽しんでもらえるよう支
援している。誕生日にはその人の希望さ
れる料理を伺い、提供するようにしてい
る。

37

・入居者やご家族の思いや希望を確認
し、希望に沿った支援ができるようして
いる。
・日々の活動等も、本人が選択できる場
面では希望を聞き支援している。

38

・入居者それぞれのペースで生活して頂
いている。やりたい活動や、それぞれの
能力に応じた活動を声掛け・実践し、穏
やかに日常を送っていただけるよう支援
している。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36

・一人ひとりの人格を尊重した対応を
行っている。全職員が研修等を通じて利
用者の誇りやプライバシー確保について
具体的に確認しあっている。
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項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

45

・入浴の方法や希望等はカンファレンス
にて職員間で共有し、その方の状況に適
した入浴介助ができるよう支援してい
る。気分が乗らない方は時間を置いて声
掛けをするなどご本人のタイミングに合
わせた対応を行っている

43

・一人ひとりの排泄パターンを把握し、
トイレで排泄が出来る様支援、介助を
行っている。夜間オムツ使用されている
方でも、日中は紙パンツや布パンツで過
ごされトイレへ誘導するなど自立を促す
ことに取り組んでいる。

44

・本人の生活歴等から便秘の原因を理解
し、食べ物や飲み物などで排便を促して
いる。また朝夕のテレビ体操、歩行運
動、立位の働きかけや(午前、午後)腹部
のマッサージ等個別に行っている。必要
な時には医療に相談している。

41

・一人ひとりの状態、様子を把握しなが
ら一日を通して必要な栄養や水分が摂れ
るよう食事形態や量を職員全員で統一し
て支援している。
・水分が摂りにくい方にはゼリー、アイ
ス、好みの飲み物など提供している。水
分制限のある方については配慮を行って
いる。

42

・自分で出来る方はご自身で行って頂
き、準備や支援が必要な方はその方に合
わせて対応している。誤嚥性肺炎の予防
のために食前のうがいも行っている。
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項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

49

・本人の希望を把握し外出支援を行って
いる。家族の付き添いで病院受診に行か
れたり、職員の運転でドライブや墓参
り、屋外散歩等を行っている

50

・家族からお金をお預りして欲しい物を
購入したり、代金を自分で支払ったりで
きる様支援している。
・お財布や現金を持つことが安心につな
がる方には自己管理ができるよう支援す
るなど個別に対応を行っている

47

・薬の目的や用法を理解し、日付や名前
の確認、確実に飲まれたか確認を行って
いる。一人ひとりの状態に変調があれば
医療に報告し連携を図っている。

48

・一人ひとりの活動表を作成して出来る
事を把握し、持っておられる力を発揮し
て貰えるように支援している。
・家族とも相談しながら、ノンアルコー
ルビールや養命酒の提供など今までの習
慣や楽しみが継続できるようにしている

46

・室内の気温、湿度、明るさ等に配慮、
気持ち良く寝れるよう支援している。睡
眠リズムを把握し午睡の時間を取り入れ
るなど個別に対応している。夜間寝れな
い時が続くようであれば原因を考え対応
している。
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項　　目（　こもれび　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

55

・一人ひとりの身体機能や生活習慣、こ
だわりを日常生活の中で把握し物の配置
や安全な環境づくりに努めている。
洗濯物を干す場合パイプハンガーを使用
（高さ調整）することで各利用者が衣類
を自分で干すことができておられる。

53

・共有スペースの所々にソファやイスを
配置しているため、外の景色を眺めた
り、一人で静かに過ごしたい時、歩行運
動の途中で休憩されるなど思い思いに使
用されている。利用される方に合わせて
空間作りを心がけている。

54 20

・入居時には使い慣れた家具や思い入れ
のある物を持参して頂き、本人の動線も
考慮しながら写真や好みの絵、自作の品
を飾られる等、その方に合わせて対応を
行ってる。

51

・手紙や電話は家族や大切な人との関係
をつなぐ重要な手段なので、郵便物や宅
配便は本人に手渡し、職員と一緒に確認
を行っている。本人が直接お礼の電話を
かけれる様に支援し、家族や知人との繋
がりが途切れないようにしている。手紙
を書かれた時は投函できるように支援し
ている。

52

・共有の空間は清潔に気を付けアルコー
ル消毒を徹底している。温度、湿度調整
も行っている。ホールの窓から外の天気
や花を見て季節を感じて頂くことができ
ている。落ち着いて食事ができるよう席
の配置も考慮している。

25 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



○

〇

○

〇

○

○

○

○

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

Ⅴ  アウトカム項目（　　　こもれび　　　　　　　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

56 職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない



○

〇

〇

○

○

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない



（様式２）

事業所名 ふれあいの家　えんや

作成日

【目標達成計画】

1 1

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

ケアに対する職員の個
人目標はあるが、事業
所としての目標の設定
が行えていなかった。

法人理念がケアの根拠
になっているというこ
とを職員が意識できる
ようになる。

法人理念に沿った事業
所としての年間目標を
たてる。達成度を評価
し、次の目標をたてて
いく。

年内に目標を
設定する。
６月、１２月
の個人面談時
に評価する。

２  目標達成計画

令和5年10月18日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


